
 

 

 

 

 

  

 

              

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

「塾でできるようにしてもらう」のではなく

「自分でできるようにする」と思って学習に

取り組めば、 

―必ず成績は上がります― 

でも「何を勉強したらいいの？」 

「解説が理解できない。」 

「勉強のやり方がわからない。」など、 

いろんな理由で止まってしまうでしょう。 

そう、わからないところがあったときに、 

ひとりでその問題を解決することはなかな

か難しいです。 

そんなとき、どんな「わからない」にも答

えてくれる塾があったら、学習が途切れるこ

となく前に進むことができます。 

困ったときに、いつでも 

―あなたのそばにいる塾― 
頼りにしてください。成績の上がった子は、塾をうまく利用

しています。 

◎「答え合わせのやり方がわかった！」 

◎「こうやって覚えるのか！」 

◎「応用問題の解き方がわかった！」 

◎「テスト前の勉強法がわかった！」 

 

テストの点を上げる方法、勉強のやり方がわかります。 

わからないところ、悩んでいるところを、すぐにその場で 

解決して、前向きに勉強できるようになります。 

 

あなたのやる気を応援します！ 
 

「わかる」を「できる」にして「やる気」を引き出す指導！ 学校の「単元テスト・定期テスト」で高得点が取れる指導！ 

高校入試を成功させるためには、各教科の基礎が、まず重要となります。そして、その上に応用問題を速く解くことが必要です。そのためには、常に自分で

考え、自分で解決する力、読解力（読み解く力）が必要です。啓伸塾では、これを授業の中で指導いたします。 

また、学校の授業進度の少し先を行く予習型、又は、並行型で指導を行います。それにより、学校の授業で、わかることが増えます。わかることが増えると

自分の成長を実感し、それが「学習意欲」につながります。この学習意欲は、学習態度にも表れ、学校の授業で挙手ができ、テストにもその成果が表れます。

もちろん、さかのぼりが必要な場合は、つまずいたところから指導し、その子の学力を引き上げる指導をいたします。更に、データベース教材（SelfeeWin）

のパターントレーニング問題で繰り返し問題演習を行い、「考える習慣」を身につけます。理解を深め、「わかる」「おもしろい」を「できる」にし、確実に学

力を積み上げていきます。また、集中力・計算力を養うために小・中学生とも「百ます計算」を毎回行います。 

 

 

啓伸塾では、育脳トレーニングの一環として、小学生コースでは「国語のリスニング問題」を取り入れています。これは、学習の

基本である「聞く力」を鍛えるためです。国語に限らず、すべての勉強は「言葉」を通して行われます。ちゃんと聞けると集中力

が鍛えられ、深く考え理解できるようになり、読解力（文章はもちろん、図・グラフ・表などの数学的な資料をも読み解く力）が

身につきます。すなわち、「聞く力」を高めることは、学力を高めることになるのです。 

このようなトレーニングは、基礎をつくる小学校の時期から行うことが、とても重要なのです。 

 

 

勉強が楽しいと思える子は、一生懸命考えて、今までできなかった問題ができるようになったときの達成感を味わった子です。「わかった」

「面白い」となるのです。努力を成果につなげたい、今よりレベルアップしたい、その思いは、勉強法を変えれば、かなえられます。 

 


